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まちのできごと
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美しい山・川・海　人が躍動する 交流と共生のまち
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（別冊 成人おめでとう、けいじばん、いきいきカレンダー）

２

健診を考える

確定申告はお早めに！

国民年金保険料 2年前納制度

役場各課などからのお知らせ　　ほか

119
平成 27 年（2015）

2

4

10
12

－ 祝 新成人 新たな門出 －
平成 27 年 香美町成人式

　大人への第 1歩を踏み出した新成人を祝う「平成

27 年香美町成人式」が 1月 11 日、香住区中央公民

館で行われました。

　式典前、新成人の皆さんは会場付近で記念撮影を

したり談笑したりと笑顔の花を咲かせていました。

（別冊「成人おめでとう」に関連記事を掲載）
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図 3　 特定健診受診率の年度別推移
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図 4　男女別・年代別の特定健診受診者数
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図 2　特定健診受診の有無による生活習慣病関連医療費
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図 1　 新規介護認定者に占める
健診受診者などの割合
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健診健診を考える
～受ける健診 受け取る安心 ～

　皆さんの笑顔がつながり、まちの活力が生まれま

す。その笑顔をいつまでも守るために、町では生涯

を通した切れ目のない健診体制をとっています。

　今回は、これまでの受診結果などからあなたとあ

なたの大切な人を守る健診について考えてみます。

●問い合わせ先　役場健康課

　

現
在
の
健
康
状
態
を
知
り
、
病
気
の
早
期

発
見
や
生
活
習
慣
を
改
め
る
き
っ
か
け
と
な

る
健
診
。
こ
れ
ま
で
の
受
診
結
果
や
各
種
の

調
査
な
ど
か
ら
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
も
見

え
て
き
ま
し
た
。

①
介
護
予
防
に
効
果
大

　

平
成
25
年
度
に
実
施
し
た
「
高
齢
者
の
健

康
・
生
活
に
関
す
る
意
向
調
査
」
と
特
定
健

診
の
受
診
結
果
か
ら
、
介
護
予
防
と
健
診
に

つ
い
て
見
て
み
ま
す
。

　

図
１
は
新
規
介
護
認
定
者
に
占
め
る
健
診

受
診
者
と
未
受
診
者
の
割
合
を
示
し
た
も
の

で
す
が
、
受
診
者
が
10
・
２
％
な
の
に
対
し
、

未
受
診
者
は
89
・
８
％
と
い
う
結
果
が
得
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
健
診
を
受
け

て
健
康
管
理
を
行
う
」
と
い
う
意
識
が
高
い

人
は
、
自
ら
適
切
な
介
護
予
防
の
取
り
組
み

も
行
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

②
家
計
の
出
費
を
軽
減

　

平
成
24
年
度
の
生
活
習
慣
病
関
連
の
医
療

費
と
特
定
健
診
の
受
診
結
果
か
ら
、
受
診
者

と
未
受
診
者
の
一
人
あ
た
り
の
年
間
医
療
費

を
算
出
し
た
も
の
が
図
２
〈
全
体
〉
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
受
診
者
の
約
４
千
円
に
対

し
未
受
診
者
は
約
１
万
１
千
円
で
、
約
３
倍

の
医
療
費
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
ま
た
、
図
２
〈
生
活
習
慣
病
継
続
治
療

者
〉
か
ら
、
既
に
生
活
習
慣
病
の
治
療
を
受

け
て
い
る
人
で
も
同
様
に
約
３
倍
の
開
き
が

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

健
診
を
受
診
す
る
こ
と
で
生
活
習
慣
病
の

予
防
や
重
症
化
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ

け
で
な
く
、
家
計
か
ら
の
出
費
も
減
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
さ
に
一
石
二
鳥
だ
と
思

い
ま
せ
ん
か
。

加
入
者
に
お
け
る
特
定
健
診
受
診
率
は
ほ
ぼ

横
ば
い
の
状
況
で
、
今
年
度
は
39
・
５
％
と

な
る
見
込
み
で
す
（
図
３
）。
ま
た
男
女
別
、

年
代
別
の
受
診
者
数
の
動
向
も
毎
年
ほ
ぼ
同

じ
で
、
今
年
度
も
男
女
と
も
に
60
〜
70
歳
代

の
受
診
者
数
が
一
番
多
く
な
っ
て
い
る
一
方
、

若
い
年
代
の
受
診
者
数
は
伸
び
悩
ん
で
い
ま

す
（
図
４
）。

　

見
て
き
た
よ
う
に
、
健
診
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
国
保

伸
び
悩
む
受
診
率

　
　
　

若
い
か
ら
こ
そ
健
診
を
！

健
診
の
メ
リ
ッ
ト
あ
れ
こ
れ
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図 6　がん種類別 5年相対生存率
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図 5-2　特定健診受診者における年代別判定率（女性）
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図
５
‐
１
、
２
は
今
年
度
の
特
定
健
診
受

診
者
に
お
け
る
年
代
別
の
判
定
率
を
示
し
た

も
の
で
す
が
、
60
歳
代
あ
た
り
を
境
目
に
、

要
医
療
判
定
と
要
継
続
医
療
の
割
合
が
逆
転

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

「
自
分
は
が
ん
に
な
ら
な
い
」
と
考
え
て

い
ま
せ
ん
か
。
多
く
の
要
因
が
重
な
っ
て
発

症
す
る
が
ん
。
絶
対
に
予
防
で
き
る
と
い
う

方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
多
く
の
が
ん
は
初

期
の
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
人
の
死
因
第
１
位
は
が
ん
（
悪
性
新

生
物
）
で
、
心
疾
患
、
肺
炎
と
続
き
ま
す
。

本
町
で
も
実
に
44
・
１
％
（
平
成
25
年
度
）

が
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
他
人
事
だ

と
決
め
つ
け
ず
、
誰
で
も
か
か
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　

生
活
習
慣
病
は
働
き
盛
り
の
30
〜
50
歳
代

で
自
覚
症
状
も
な
く
進
行
し
、
60
歳
代
ご
ろ

か
ら
何
ら
か
の
疾
患
が
現
れ
る
こ
と
が
多
い

の
が
特
徴
で
す
。
若
い
人
の
中
に
は
「
若
い

か
ら
大
丈
夫
」「
健
康
な
ん
だ
か
ら
自
分
に

は
関
係
な
い
」
と
他
人
事
の
よ
う
に
健
診
を

捉
え
て
い
る
人
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。「
自
分
を
守
る
の
は
自
分
自
身
」
で

あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
自
覚
し
、
積
極
的
に

健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

が
ん
は
症
状
の
出
る
前
に
発
見
す
れ
ば
、

そ
れ
だ
け
完
治
の
可
能
性
が
高
く
な
る
だ
け

で
な
く
、
治
療
に
要
す
る
費
用
や
家
族
の
負

担
も
軽
く
な
り
ま
す
。

　

検
診
で
が
ん
が
発
見
さ
れ
た
場
合
と
検
診

他
人
事
で
は
な
い
〝
が
ん
〞

〝
今
年
も
〞〝
今
年
こ
そ
〞

　
　
　
　

健
診
を
受
診
し
よ
う
！

見
つ
め
直
そ
う

　
　
　

普
段
の
生
活
ス
タ
イ
ル

命
を
守
る
が
ん
検
診

　
　
　

ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
！

以
外
の
場
合
の
※

５
年
相
対
生
存
率
を
示
し

た
も
の
が
図
６
で
す
。
検
診
で
が
ん
が
早
期

発
見
で
き
れ
ば
、
そ
の
後
の
生
存
率
に
差
が

出
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

年
に
１
回
（「
女
性
の
検
診
」
は
２
年
に

１
回
）
は
検
診
を
受
診
し
、
異
常
が
発
見
さ

れ
た
場
合
は
精
密
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

昨
年
、
検
診
で
異
常
が
見
つ
か
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
「
ま
さ
か
自
分
が
」
と
思
い
込
み
、

症
状
が
悪
化
し
た
人
も
い
ま
す
。

　

命
を
守
る
が
ん
検
診
。
定
期
受
診
が
早
期

発
見
、
早
期
治
療
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

「
親
戚
で
が
ん
に
な
っ
た
人
は
い
な
い
」

と
気
に
か
け
な
い
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
遺
伝
に
よ
る
が
ん
の
発
症
は
ま
れ
な

　

平
成
27
年
度
の
町
ぐ
る
み
総
合
健
診
や
女

性
の
検
診
は
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
区
・
自
治
会
（
区
）
を
通
じ
て
配
布

し
て
い
る
「
平
成
27
年
度
町
ぐ
る
み
総
合
健

診
・
女
性
の
検
診
の
ご
案
内
」
を
ご
覧
い
た

だ
き
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

各
世
帯
に
１
部
ず
つ
配
布
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
家
族
皆
さ
ん
で
お
読
み
く
だ
さ
い
。

※
５
年
相
対
生
存
率
…

　

 　

が
ん
と
診
断
さ
れ
た
人
の
う
ち
５
年
後
に
生
存

し
て
い
る
人
の
割
合
が
、
日
本
人
全
体
で
５
年
後

に
生
存
し
て
い
る
人
の
割
合
に
比
べ
て
、
ど
の
く

ら
い
の
割
合
か
表
し
た
も
の

ケ
ー
ス
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
か
ら
、
食

生
活
や
飲
酒
、
喫
煙
（
受
動
を
含
む
）、
睡

眠
と
い
っ
た
普
段
の
生
活
ス
タ
イ
ル
が
大
き

く
影
響
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

次
の
チ
ェ
ッ
ク
表
を
参
考
に
、
あ
な
た
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

□
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い

　

□
他
人
の
た
ば
こ
の
煙
を
避
け
る

　

□
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

　

□
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を

　

□
塩
辛
い
食
品
は
控
え
め
に

　

□
野
菜
や
果
物
は
豊
富
に

　

□
適
度
に
運
動
を

　

□
適
切
な
体
重
維
持

　

□
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
の
感
染
予
防
と
治
療

　

□
定
期
的
な
が
ん
検
診
を

　

□
異
常
に
気
づ
い
た
ら
、
す
ぐ
に
受
診
を

　

□
正
し
い
が
ん
情
報
で
が
ん
を
知
ろ
う
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確確定 告申申 早
め
の
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
！

▲イータ君
（国税電子申告・納税システムキャラクター）

申告期間は22月1616日（月）から33月1616日（月）まで。
窓口が大変混雑しますので、お早めに申告してください。
●問い合わせ先　役場税務課・各地域局、豊岡税務署（℡ 0796・22・2101）

　

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
（
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
）
の
適
用
期
限
が
４
年
間
延
長
さ
れ
、

平
成
29
年
12
月
31
日
ま
で
に
入
居
す
る
人
が

対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
特
例

的
な
軽
減
措
置
と
し
て
、
居
住
開
始
日
が
平

成
26
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
12
月
31
日

ま
で
の
場
合
、
町
民
税
県
民
税
の
控
除
額
が

所
得
税
の
課
税
総
所
得
金
額
の
７
％
（
こ
れ

ま
で
は
５
％
）
に
拡
充
さ
れ
ま
す
。
ま
た
限

度
額
も
13
万
６
５
０
０
円
（
こ
れ
ま
で
は
９

万
７
５
０
０
円
）
に
拡
充
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
税
が
非
課
税
で
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
が
適
用
外
の
場
合
、
こ
の
特
例
は
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

上
場
株
式
の
配
当
・
譲
渡
所
得
に
係
る
税

率
は
特
例
で
10
％
（
所
得
税
７
％
、
町
民
税

県
民
税
３
％
）
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
措
置
は
平
成
25
年
12
月
31
日
取
引
分
ま
で

を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
、
平
成
26
年
１
月
１
日

以
降
の
取
引
分
か
ら
20
％
（
所
得
税
15
％
、

町
民
税
県
民
税
５
％
）
の
本
来
の
税
率
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
所
得
税
の
申
告
・
納
付
の
際
に
は
、

基
準
所
得
税
額
に
２
・
１
％
の
税
率
を
乗
じ

て
算
出
し
た
復
興
特
別
所
得
税
を
合
わ
せ
て

申
告
・
納
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
延
長
・
拡
充

② 

上
場
株
式
の
配
当
・
譲
渡
所
得
に
係
る

本
則
税
率
の
適
用
に
つ
い
て

国
保
加
入
者
や
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
対
象
者
は
「
無
収
入
」
で
も

申
告
を
！

　

国
保
制
度
や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

所
得
に
応
じ
て
保
険
税
（
料
）
を
減
額
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
中
に
収
入
が
な
い
人
で
も
「
町

民
税
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
申
告
書
」

で
申
告
す
る
と
保
険
税
（
料
）
が
減
額
さ
れ

ま
す
の
で
必
ず
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

　

次
の
い
ず
れ
か
の
場
合
、
計
算
上
で
所
得

税
の
納
税
額
が
発
生
し
て
も
、
申
告
書
の
提

出
や
納
税
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
町
民
税
県
民
税
の
申
告
は
必
要

と
な
り
ま
す
。
申
告
を
し
な
い
場
合
、
生
命

保
険
料
な
ど
の
各
種
控
除
が
適
用
さ
れ
ず
、

町
民
税
県
民
税
が
従
来
よ
り
高
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

所
得
税
の
申
告
は
不
要
で
も

　
　

町
民
税
県
民
税
の
申
告
を
！

平
成
27
年
度
の

　
　
　
　

主
な
税
制
改
正
点

▼ 

年
末
調
整
を
行
っ
た
給
与
所
得
以
外
の
所
得

が
20
万
円
以
下
の
場
合

▼ 

公
的
年
金
収
入
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
そ

の
ほ
か
の
所
得
が
20
万
円
以
下
の
場
合

　

確
定
申
告
に
は
「
所
得
税
」「
町
民
税
県

民
税
」「
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
税
」
の

３
種
類
が
あ
り
ま
す
。
原
則
、
す
べ
て
の
人

が
申
告
を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
次

の
場
合
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い

て
申
告
す
る
と
還
付
が
あ
る
場
合
や
、
ほ
か

に
収
入
が
あ
る
場
合
は
申
告
の
必
要
が
あ
り

ま
す
。

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
確
定
申
告
書

　

… 

所
得
税
の
納
税
、
還
付
請
求
が
必
要
な

場
合
（
豊
岡
税
務
署
ま
た
は
役
場
税
務
課
、

各
地
域
局
）

町
民
税
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
申
告
書

　

… 

①
、
②
以
外
で
所
得
税
の
申
告
が
必
要

が
な
い
場
合
（
役
場
税
務
課
、各
地
域
局
）

　

国
税
庁
Ｈ
Ｐ
で
は
、税
務
署
提
出
用
の「
所

得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
確
定
申
告
書
」

や
「
青
色
申
告
決
算
書
」
な
ど
を
作
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
告
期
間
内
に

　
　
　
　

必
ず
申
告
を
！

申
告
書
の
種
別
（
提
出
先
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
で
申
告
書
の
作
成

① 

１
つ
の
会
社
か
ら
の
給
与
所
得
だ
け
の
人

（
年
末
調
整
を
受
け
た
人
）
で
、
ほ
か
に
所

得
控
除
が
な
い
人

② 

今
年
１
月
１
日
現
在
で
65
歳
以
上
の
公
的
年

金
収
入
（
１
４
８
万
円
以
下
）
だ
け
の
人
で
、

所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
な
い
人
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平
成
26
年
分
の
所
得
税
、
消
費
税
、

贈
与
税
の
申
告
・
納
期
限
は
下
表
の

と
お
り
で
す
。
確
定
申
告
書
の
作
成

や
提
出
、
各
種
税
金
の
納
付
は
お
早

め
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
納
税
に
は
便
利
で
安
全
・

確
実
な
振
替
納
税
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

な
お
、
豊
岡
税
務
署
の
申
告
相
談

は
午
後
５
時
ま
で
で
す
が
、
混
雑
状

況
に
よ
っ
て
受
け
付
け
を
早
め
に
終

了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

所
得
税
な
ど
の

　

申
告
・
納
期
限
に
つ
い
て
！

申告・納税相談日程表
　次のとおり各区で相談所を開設しますので、お気軽にご利用ください。

　例年、申告期限が近づくと会場が大変混雑し、長時間お待ちいただく場

合があります。申告はできるだけ早めに済ませましょう。

地区 会場 開催日
受付時間
（場所）

申告開始
時間

香住区 香美町商工会館
2月 20日（金）、25日（水）、
3月 2日（月）

9:30 ～ 16:00
（会場入口）

9:30

村岡区 香美町商工会村岡支所 3月 4日（水）
9:30 ～ 16:00
（会場入口）

9:30

小代区 香美町商工会小代支所 3月 3日（火）
9:30 ～ 16:00
（会場入口）

9:30

◇商工会相談

地区 会場 受付時間（場所） 申告開始時間

香住区 役場本庁舎 1階第 1会議室 8:30 ～ 15:00（香美ホール） 9:00

村岡区 村岡地域局 3階 303 会議室
8:30 ～ 9:00（地域総務係）
9:00 ～ 15:00（会場入口）

9:00

小代区 小代区総合センター 2階青年研修室 8:30 ～ 15:00（会場入口） 9:00

◇町納税相談 相談日はすべての地区で【 2 月 16 日（月）～ 3月 16 日（月） 】

※今年から休日納税相談は行いません。

申告・納期限 口座振替日

所得税および
復興特別所得税

3月 16日（月） 4月 20日（月）

消費税および
地方消費税

3月 31日（火） 4月 23日（木）

贈与税 3月 16日（月） －

所得税などの申告・納期限一覧

申告書の作成は…

で !!

「確定申告書等「確定申告書等
  作成コーナー」  作成コーナー」
　国税庁ＨＰ「確定申告書等作成コーナー」で

は、画面の案内に従って金額などを入力すれば、

税額などが自動計算されて所得税、消費税の申

告書や青色申告決算書などを作成できます。

e-Taxe-Tax

書面で提出！

でデータ送信

または
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

問い合わせ先

役場総務課防災安全室

大
陸
の
海
岸
線
か
ら
筋
状
の
雲
ま
で
の

距
離
を
「
離
岸
距
離
」
と
い
い
ま
す
が
、

海
岸
線
の
す
ぐ
そ
ば
か
ら
雲
が
現
れ
る
場
合
、

つ
ま
り
離
岸
距
離
が
短
い
場
合
は
、
上
空
の

寒
気
が
強
い
勢
力
を
保
っ
て
い
ま
す
。
逆
に

海
岸
線
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
雲
が
現
れ
る

（
離
岸
距
離
が
長
い
）
場
合
は
、
寒
気
が
弱

ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
暖
か
い
日
本
海

上
を
寒
冷
な
空
気
が
通
る
際
、
寒
気
が
強
い

と
空
気
も
非
常
に
冷
た
く
、
海
上
に
出
て
す

ぐ
に
雲
が
発
達
す
る
た
め
で
す
。
逆
に
、
寒

気
が
弱
い（
空
気
が
あ
ま
り
冷
え
て
い
な
い
）

場
合
は
、
海
岸
線
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
雲

が
で
き
ま
す
。

ま
た
「
マ
イ
ナ
ス
何
℃
以
下
が
寒
気
」

と
い
う
基
準
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
目

安
と
し
て
上
空
５
千
ｍ
の
寒
気
が
マ
イ
ナ
ス

30
℃
以
下
だ
と
地
上
で
雪
が
降
り
、
マ
イ
ナ

ス
40
℃
以
下
だ
と
大
雪
の
恐
れ
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

冬
季
に
は
、
大
陸
（
シ
ベ
リ
ア
）
に
高

気
圧
、
東
の
海
上
に
発
達
し
た
低
気

圧
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
天
気

図
で
は
、
西
側
に
高
気
圧
が
あ
る
「
西
高
」、

東
側
に
低
気
圧
で
「
東
低
」、す
な
わ
ち
「
西

高
東
低
」
の
状
態
と
な
り
、
典
型
的
な
冬
型

の
気
圧
配
置
と
し
て
気
象
予
報
の
解
説
で
使

わ
れ
ま
す
。

通
常
、
風
は
気
圧
の
高
い
所
か
ら
低
い

所
に
向
か
っ
て
吹
き
、そ
の
間
隔
（
等

圧
線
）
が
狭
い
ほ
ど
強
く
な
り
ま
す
。
冬
型

の
気
圧
配
置
に
な
る
と
強
い
北
西
の
風
が
吹

く
こ
と
に
な
り
、
大
陸
の
寒
冷
な
空
気
を
日

本
に
運
ん
で
き
ま
す
。
そ
の
際
、
日
本
海
上

に
筋
状
の
雲
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
上
空
の
寒
気
の
状
態
を
知
る
目
安
に

な
り
ま
す
。 ?

冬
の
天
気
の
特
徴
っ
て

冬
の
天
気
の
特
徴
っ
て

何
だ
ろ
う
？

何
だ
ろ
う
？

冬の天気図の特徴

西側に高気圧がある
＝「西高」

東側に低気圧がある
＝「東低」

等圧線が狭い間隔で
縦に並んでいる

　

国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
を
ま
と
め
て
前

払
い
す
る
と
割
引
に
な
る
「
前
納
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
前
納
期
間
が
長
い
ほ
ど
割

引
額
が
大
き
く
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
は

最
大
で
１
年
度
分
で
し
た
。

　

し
か
し
平
成
26
年
４
月
か
ら
、
２
年
度
分

（
４
月
〜
翌
々
年
３
月
分
）
の
保
険
料
を
口

座
振
替
で
ま
と
め
て
納
め
る
「
２
年
前
納
」

制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
「
２
年
前
納
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く

と
、
毎
月
の
現
金
納
付
に
比
べ
て
２
年
間
で

１
万
４
千
円
程
度
の
割
引
に
な
り
ま
す
（ 

平
成
26
年
度
の
口
座
振
替
に
よ
る
１
年
前
納

割
引
額
は
３
８
４
０
円
）。

　

ま
た
、
２
年
前
納
分
の
全
額
が
そ
の
年
の

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
る
ほ
か
、
口

座
振
替
を
利
用
し
ま
す
の
で
納
め
忘
れ
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
「
２
年
前
納
」

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

　

２
月
27
日
（
金
）

　

※ 

「
６
ヵ
月
前
納
」（
４
月
〜
９
月
分
）
と

「
１
年
前
納
」の
申
込
期
限
も
同
一
で
す
。

■
申
込
方
法

　

役
場
町
民
課
ま
た
は
各
地
域
局
も
し
く
は

豊
岡
年
金
事
務
所
に
①
年
金
手
帳
②
金
融
機

関
の
届
け
出
印
③
通
帳
―
―
を
持
参
の
う
え
、

備
え
付
け
の
申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

「2年前納」制度で、さらにお得に！
国民年金保険料

●問い合わせ先　役場町民課・各地域局

　　　　　　　　豊岡年金事務所　℡ 0796・22・0945

●問
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　ごみ収集の現場で実際にあった不適正ご

みの実例を挙げながら、皆さんに正しい分

別について学んでいただくこのコーナー。

4回目は「カン・ビン」です。

こんな出し方していませんか？

不適正ごみの実例不適正ごみの実例
④カン・ビン編

▼ 飲料・食品用のカン・ビンは、中身を空にして、

水洗いや水切りを行う。

▼ 「資源ごみ指定袋」（緑色）に入れる。

　※ 「燃えないごみ袋」や「燃やさないごみ袋」

といった青色の袋では出せません。

■出す時のポイント

①

②

③

金属製のふたは「燃やさないごみ」、プラ

スチック製のふたは「プラスチック製容器

包装」に出してください。

① ふたが混ざっている

空き缶などを片付けたり袋に入れたりする

際、つぶさないようにしてください。

（軽くつぶれている程度なら構いません）

② カンがかなりつぶれている

スプレー缶やカセットボンベは爆発などの

恐れがあるため、中身を使い切った後、火

の気のない風通しの良い安全な場所で、底

に大きな穴を開けてから出してください。

③ スプレー缶に穴が開いていない

　賢い消費者になりましょう！

消 生
活費 相談

【事例】

　インターネットを見ていたら、いき

なりアダルトサイトの登録完了画面が

出た。書かれていた連絡先に電話を掛

けて間違いだと伝えたが、入会料を請

求された。

　相手に言われるがままに近くのコン

ビニに行き、指示のあった番号を端末

に入力して、1万 9千円分のプリペイ

ドカード（プリカ）を 5枚購入。レシー

トに記載された計 9万 5千円をレジで

支払った。だまされたのだろうか。

【ひとことアドバイス】

◇ ワンクリック詐欺です。連絡しようと業者に電話を掛

けると、相手に電話番号を知られた上、請求電話が頻

繁に掛かってきます。絶対に連絡しないでください。

◇ 業者の指示したプリカに相談者が電子マネーをチャー

ジしたものです。チャージ後すぐに業者が現金を引き

出していることが多く、返金処理は困難です。

◇ コンビニの端末で利用できるプリカの上限は 2万 9

千円です。事例のように複数枚購入させる手口は詐欺

の場合が多く、注意が必要です。

◇ 電話で振り込みを指示するような手口は多くの場合が

詐欺です。相手にせかされても、コンビニに行く前に

消費生活相談窓口にご相談ください。また、同様の案

件に関する情報もお寄せください。

イス】

相談は
　こちらへ…

役場消費生活相談窓口（町民課内）

　℡ 0796・36・1941（直通）

たじま消費者ホットライン
　℡ 0796・23・1999
※相談無料で秘密は厳守 !!

 キャッシュレスは便利だけど…（Part2） キキキキキキキキキキキキキキキキキキキキャャッッャャッャッャャッャャッッャッャッャッシシシシュシュシュシュシュシュシュシュシュシュシ レスレスレスレスレスレスレスレスレスレスレスレスレスレスス 便便は便は便はは便ははは だだだだだだだだ利だだだけどけどけどけどけどけどけどけどけどけどけどけどけど……（………（（……… PPPP trtrrt ））2））2）2）2） キキキキキキキキキキキキキキャッャッャッャッャッャッャッャッャッャッッッャッャッャッシュシュシシュシュシュシュシュシュシュシュシュシュシ レスレスレスレスレスレスレスレスレスレスレスレスレスレススは便便は便は便は便は便は便は便は便は便は便は便は便は便利だ利だ利だ利だ利だ利だ利だ利だ利だだだだけどけどけどけどけどけどけどけどけどけどけどけどけど…（…（…（…（…（（（（…（…（（（…（PaPaPPPPaPaPaPaPa tttrtrtrtrtrtrt2）2）2）2）2）22）2）2）2）

～ コンビニ払いのプリカで詐欺被害 ～～～～～～～～～～～～～～ ココココココココココココココンンンンンンンンンンンンンンンビビビビビビビビビビビビビビビニニニニニニニニニニニニニニ払払払払払払払払払払払払払払いいいいいいいいいいいいいいいのののののののののののののののプププププププププププププププリリリリリリリリリカカカカカカカカカカカカカカカでででででででででででででで詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺被被被被被被被被被被被被被被害害害害害害害害害害害害害 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ ココココココココココココココンンンンンンンンンンンンンンンビビビビビビビビビビビビビビビニニニニニニニニニニニニニ払払払払払払払払払払払払払払いいいいいいいいいいいいいいいのののののののののののののののプププププププププププププププリリリリリリリリリリリリカカカカカカカカカカカカカカカでででででででででででででで詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺被被被被被被被被被被被被被被害害害害害害害害害害害害害害 ～～～～～～～～～～～～～～
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

落
日
の
速
さ
に
と
ま
ど
い
つ
つ
日
々
の
軌
道
修
正
に

手
間
か
か
り
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　

岩
本 

道
代

成
人
の
こ
の
日
の
誓
い
忘
れ
ま
い
荒
れ
く
る
波
に
漂

う
時
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
西 

弘

山
里
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
き
ら
め
き
が
通
り
を

照
ら
す
導
く
よ
う
に　
　
　
　
　
　

岡
村 

美
砂
子

笑
顔
に
て
迎
え
て
く
れ
し
君
は
今
日
八
十
五
歳
の
誕

生
日
な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
端 

幸
代

雷ら

い

み
っ
つ
丑
三
つ
時
の
空
分
か
つ
新
し
き
年
の
の
ろ

し
な
ら
ん
や　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
西 

松
子

冬
近
き
耕
作
放
棄
の
田
の
荒
れ
て
田
舎
は
徐
々
に
老

化
し
て
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
田 

冨
美
代

山
行
け
ば
つ
ち
の
こ
殿
に
ひ
ょ
っ
こ
り
と
逢
う
か
も

し
れ
ぬ
秘
境
土は

ぶ生
村　
　
　
　
　
　

滝
本 

正
直

見
上
ぐ
れ
ば
眩
し
き
ほ
ど
の
朝
日
昇
れ
り
今
日
の
ひ

と
日
も
無
駄
に
す
ま
い
ぞ　
　
　
　

玉
置 

美
佐
子

浜
の
辺
の
道
に
落
葉
は
雨
に
濡
れ
風
と
遊
べ
ぬ
苛
立

ち
見
せ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村 

典
子

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
交
響
曲
と
も
聞
え
く
る
岩
を
咬
み

た
る
冬
波
の
音　
　
　
　
　
　
　
　

沼
田 

和
代

百
歳
の
媼
言
ひ
給
ふ
若
い
時
は
苦
労
を
し
た
が
今
は

幸
せ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
田 

明
美

古
希
な
り
て
も
宿
営
む
る
は
あ
り
が
た
し
十
年
前
の

予
定
に
は
な
け
れ
ど　
　
　
　
　
　

藤
原 

町
子

　
　

◆
定
例
会　

（
香
住
区
中
央
公
民
館
）

　
　
　

毎
月
第
二
木
曜
日　

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

文 芸 か み文 芸 か み
香住短歌会香住短歌会 おめでとうございます

町内から表彰受賞者がありました
（順不同・敬称略）

全国商工会連合会会長表彰

　優良青年部表彰　香美町商工会青年部

第 11回お米日本一コンテスト in しずおか

　最高金賞　前田利夫（村岡区板仕野）

平成 26年度地産地消給食等メニューコンテスト

　近畿農政局長賞　小代学校給食センター

平成 26年度ひょうご地域安全まちづくり活動賞

　三輪一三（香住区駅前）

　　 （長年にわたる登校・通勤時の交通指導や見守り活動のほか、地

域住民の中心的立場として警察、行政、学校などと連携して活動）

～ 夢但馬2014閉幕イベント ～～ 夢但馬2014閉幕イベント ～

★と　き…3月 15日（日）10:00 ～ 17:00

★ところ…養父市立ビバホール（養父市広谷 250）

★内　容

　▼但馬のグルメが大集合！

　 　豊かな自然に囲まれて、美味しいものが満載の但馬の

地元グルメが大集合（屋台・物販・飲食コーナーあり）

　▼但馬のエンターテイメントが集結！

　 　但馬で活動している音楽やダンス・舞踊など出演団体

多数（当日限りのサプライズ演出あり）

　▼お子さま連れコーナーも充実！

　 　各市町ゆるキャラ大集合、バルーンアート、缶バッチ、

紙芝居、グライダー、習字体験、紙芝居ほか（授乳室、お

むつ交換スペース、子育て広場、子育て相談コーナーあり）

　 ▼複数のイベントを同時開催！

　 　やぶらぶフェスタ、て to て to

マーケット、たじま地域づくり

活動交流フェスタ、夢但馬 2014

閉会式典

フェスタフェスタ
夢但馬ファンファン夢但馬ファンファン

　「はばたく但馬 確かな未来へ」をテーマに、但馬

地域 3市 2 町が協力して地域の魅力を発信している

「夢但馬 2014」。

　昨年 4月から 1年間、但馬地域で約 360 もの多彩

なイベントなどが行われてきましたが、その集大成

が次のとおり行われます。
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 27年 1月 20 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　℡ 0796・36・0137

こんにちは、赤ちゃん

※ このコーナーは、先月（12/15 ～ 1/20）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

お悔やみ申し上げます

※ このコーナーは、先月（12/15 ～ 1/20）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

石
を
据
え
付
け
る
こ
と
が
語
源
と
も
い
わ
れ
、「
物

事
の
も
と
と
な
る
大
切
な
も
の
」
と
い
う
意
味
を
持

つ
「
礎
（
い
し
ず
え
）」。「
国
の
礎
は
―
―
」
と
い

う
使
い
方
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
よ
ね
。
皆
さ
ん
な
ら

何
を
当
て
は
め
ま
す
か
▼
周
産
期
医
療
セ
ン
タ
ー
竣

工
式
の
取
材
。
式
典
の
後
、
館
内
を
見
て
回
る
機
会

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
や
Ｇ
Ｃ
Ｕ
と
い
っ

た
、
普
段
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
室
内
、
機
材

な
ど
の
設
置
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
む
様
子
。
見
る
も
の

す
べ
て
が
新
鮮
そ
の
も
の
。
し
か
し
一
番
驚
い
た
の

は
館
内
の
明
る
さ
で
し
た
。
そ
の
日
は
雪
模
様
だ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
然
光
を
取
り
入
れ
る
工
夫

に
よ
っ
て
、
柔
ら
か
な
光
が
館
内
の
そ
こ
か
し
こ
を

包
ん
で
い
ま
し
た
。
生
ま
れ
て
き
た
赤
ち
ゃ
ん
が
お

母
さ
ん
に
抱
か
れ
て
い
る
よ
う
に
。
整
備
に
関
わ
っ

た
人
々
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
ね

▼
ま
ち
の
、
地
域
の
、
国
の
将
来
を
担
う
の
は
子
ど

も
た
ち
。
そ
の
命
を
守
る
同
セ
ン
タ
ー
。
こ
こ
に
関

わ
る
す
べ
て
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
「
国
の
礎
は
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
な
の
か
な
ぁ
」
と
、
ふ
と
感
じ
入
り

ま
し
た
（
み
う
ら
）

記
後

編
集

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

写真でつづる
まちのできごと

Photo News

周
産
期
医
療
の

「
と
り
で
」
が
完
成
！

　

平
成
25
年
秋
か
ら
整
備
を
進
め
て
い
た
但

馬
こ
う
の
と
り
周
産
期
医
療
セ
ン
タ
ー
が
完

成
し
、
１
月
12
日
、
竣
工
を
記
念
し
て
式
典

が
行
わ
れ
、
但
馬
３
市
２
町
の
市
町
長
を
は

じ
め
関
係
者
な
ど
約
80
人
が
出
席
。
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
な
ど
で
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
は
但
馬
地
域
の
周
産
期
（
妊
娠

22
週
か
ら
出
生
後
７
日
未
満
）
医
療
の
拠
点

施
設
と
し
て
、
ハ
イ
リ
ス
ク
の
妊
婦
・
胎
児

や
新
生
児
に
対
応
し
よ
う
と
計
画
さ
れ
た
も

の
。
平
成
24
年
に
締
結
し
た
「
但
馬
定
住
自

立
圏
の
形
成
に
関
す
る
協
定
」
で
も
主
要
事

業
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
て
、
整
備

に
あ
た
っ
て
は
県
や
但
馬
地
域
３
市
２
町
も

但
馬
こ
う
の
と
り
周
産
期
医
療
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

（
１
月
12
日
、
公
立
豊
岡
病
院
）

額
に
目
標
、
拳
に
気
合
！

災
害
時
の
公
衆
衛
生
を
守
る
！

　

新
春
恒
例
の
井
上
派
糸し

と

う東
流
慶け

い
し
ん心

会
香

住
支
部
の
寒
稽
古
が
１
月
３
日
、
今
子
浦

海
水
浴
場
で
行
わ
れ
、
同
支
部
の
道
場
生

や
高
校
生
な
ど
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

日
本
海
か
ら
の
雪
ま
じ
り
の
風
が
時
折

吹
き
つ
け
る
中
、
参
加
者
は
ま
ず
砂
浜
の

清
掃
を
実
施
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
体
を
温
め

た
後
、「
額
に
巻
い
た
鉢
巻
き
に
は
今
年

１
年
の
目
標
や
空
手
へ
の
思
い
を
書
か
せ

ま
し
た
。
強
い
志
を
持
っ
て
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
語
る
同
支
部
の

中
澤
節
男
代
表
の
指
導
の
下
、
砂
浜
で
基

本
練
習
を
こ
な
し
ま
し
た
。

　

神
戸
地
方
気
象
台
に
よ
る
と
、
稽
古

　

町
は
１
月
16
日
、
兵
庫
県
環
境
事

業
商
工
組
合
（
田
中
一か

ず

よ

し良
理
事
長
、

68
社
加
盟
）
と
の
間
で
「
災
害
時
に

お
け
る
廃
棄
物
処
理
に
関
す
る
応
援

協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
で
は
、
災
害
時
に
お
け

る
し
尿
や
浄
化
槽
汚
泥
な
ど
の
廃
棄

物
処
理
に
必
要
と
な
る
資
機
材
の
提

供
や
人
員
の
派
遣
な
ど
に
つ
い
て
、

町
の
要
請
に
応
じ
て
同
組
合
が
応
援

を
行
う
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

協
定
の
調
印
に
あ
た
り
浜
上
町
長

は
「
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い

自
然
災
害
。
こ
の
対
応
は
困
難
を
極

め
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
う

し
た
中
で
の
協
定
締
結
は
、
災
害
時

の
円
滑
な
廃
棄
物
処
理
や
町
民
の
皆

さ
ん
の
衛
生
的
な
避
難
生
活
を
守
る

た
め
に
大
変
心
強
い
も
の
」
と
感
謝

を
伝
え
る
と
、
同
組
合
の
田
中
理
事

長
は
「
少
し
で
も
地
域
に
役
立
つ
よ

う
努
め
る
と
と
も
に
、
万
一
の
災
害

発
生
時
に
は
迅
速
に
対
応
し
た
い
」

と
力
強
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

空
手
寒
稽
古
（
１
月
３
日
、
今
子
浦
海
水
浴
場
）

兵
庫
県
環
境
事
業
商
工
組
合
と
災
害
時
の
応
援
協
定
を
締
結
（
１
月
16
日
、
役
場
本
庁
舎
）

▲ 調印後、協定書を掲げて災害時の連携を
誓う田中組合長（右）と浜上町長

▲ 竣工を祝って関係者がテープカット

が
始
ま
っ
た
午
前
９
時
の
香

住
の
気
温
は
２
・
２
℃
。
海
水

温
は
実
測
で
９
℃
だ
っ
た
も
の

の
、
皮
膚
の
感
覚
を
奪
う
ほ
ど

の
冷
た
さ
。
基
本
練
習
を
終
え

た
参
加
者
は
、
体
を
す
く
め
な

が
ら
も
膝
ま
で
海
に
入
り
、「
エ

イ
ッ
、
エ
イ
ッ
」
と
大
き
な
声

で
気
合
を
入
れ
な
が
ら
１
０
０

本
突
き
を
披
露
。
力
強
く
拳
を

突
き
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

鉢
巻
き
に
「
気
合
」
と
書
い

て
い
た
元
藤
漣れ

ん

く
ん（
香
住
小
２
年
、香
住
区
西
香
住
）は「
試

合
も
練
習
も
一
生
懸
命
頑
張
り
た
い
」
と
元
気
に
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

漣

▲ 上半身裸になって突きを繰り出す参加者
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財
政
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

公
立
豊
岡
病
院
本
館
東
側
に
併
設
さ
れ
た

セ
ン
タ
ー
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
４
階

建
て
、
延
べ
床
面
積
約
５
４
１
９
㎡
。
病
院

本
館
と
は
各
階
が
渡
り
廊
下
で
結
ば
れ
て
い

て
、
分
娩
室
、
陣
痛
室
、
産
婦
人
科
病
室
の

増
設
、
新
生
児
集
中
治
療
室
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）

で
の
治
療
に
よ
っ
て
状
態
が
安
定
し
た
新
生

児
を
ケ
ア
す
る
回
復
治
療
室
（
Ｇ
Ｃ
Ｕ
）
の

新
設
、
産
婦
人
科
外
来
診
察
室
の
増
設
な
ど
、

周
産
期
に
お
け
る
高
度
医
療
体
制
の
充
実
が

図
ら
れ
て
い
ま
す
。
総
工
費
は
約
17
億
４
５

０
０
万
円
。

　

式
典
で
は
、
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
公
立

豊
岡
病
院
組
合
の
佐
藤
二
郎
管
理
者
が
「
多

く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
但
馬

の
周
産
期
医
療
を
守
る
と
り
で
が
完
成
し
ま

し
た
。
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
ま
た
「
但
馬
地
域
が
安
心
し
て

お
産
が
で
き
る
地
域
で
あ
り
続
け
る
た
め
に

整
備
し
ま
し
た
が
、
完
成
は
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
に
立
っ
た
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
今
後
の
運
営

で
は
ス
タ
ッ
フ
一
丸
と
な
り
最
善
の
努
力
を

積
み
重
ね
た
い
」
と
決
意
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
セ
ン
タ
ー
は
２
月
初
旬
か
ら
運
用

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

読
み
手
の
声
と
、
目
の
前
の
札
に
集
中
！

銀
世
界
を
力
強
く
疾
走
！

　

日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
披
露
す
る
「
香
美
町
小

学
生
カ
ル
タ
大
会
」
が
１
月
17
日
、
村
岡
体
育
館

で
行
わ
れ
、
参
加
し
た
小
学
生
46
人
が
真
剣
な
ま

な
ざ
し
で
札
取
り
に
集
中
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
は
小
学
３
年
生
以
下
と
小
学
４
、
５
、
６

年
生
の
計
４
部
門
に
分
か
れ
、
源
平
合
戦
に
よ
る

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
優
勝
を
目
指
す
も
の
。

　

開
会
式
で
は
、
発
生
か
ら
20
年
を
迎
え
た
阪
神

淡
路
大
震
災
の
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
る
黙
と
う
を

行
っ
た
後
、
主
催
者
を
代
表
し
て
香
美
町
子
ど
も

会
育
成
連
絡
協
議
会
の
森
龍
子
会
長
が
あ
い
さ
つ
。

「
皆
さ
ん
の
頑
張
る
姿
は
と
て
も
素
敵
で
す
。
存

分
に
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
」
と
子

ど
も
た
ち
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

今
年
で
10
回
目
を
迎
え
た
「
香
美
町

民
ス
キ
ー
大
会
」
が
１
月
25
日
、
町
内

２
ス
キ
ー
場
を
舞
台
に
行
わ
れ
、
小
学

生
か
ら
大
人
ま
で
計
86
人
が
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

　

ハ
チ
北
高
原
ス
キ
ー
場
で
は
ア
ル
ペ

ン
の
部
（
63
人
出
場
）
を
、
お
じ
ろ
ス

キ
ー
場
で
は
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
部

（
23
人
出
場
）
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
、
両

会
場
と
も
銀
世
界
を
力
強
く
疾
走
す
る

選
手
に
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
各
部
門
の
優
勝
者
は
次
の
と
お

り
で
す
（
敬
称
略
）。 　

ル
ー
ル
や
注
意
事
項
が
説
明
さ
れ
た
後
、
競
技
開
始
。

子
ど
も
た
ち
は
対
戦
者
と
向
き
合
い
一
礼
し
た
後
、
取
り

札
に
目
を
凝
ら
し
、
上
の
句
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
と
瞬
時

に
腕
を
伸
ば
し
て
、「
は
い
」
と
大
き
な
声
を
体
育
館
内

に
響
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

伊
澤
遥は

る

た太
く
ん
（
村
岡
小
２
年
、村
岡
区
東
上
）
は
「
と

て
も
緊
張
し
た
け
ど
、
札
を
た
く
さ
ん
取
れ
ま
し
た
」
と

笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
各
部
門
の
優
勝
者
は
次
の

と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

　

小
学
３
年
生
以
下
の
部
▼
井
上
真ま

り

あ

里
愛
（
射
添
小
２
年
、

村
岡
区
熊
波
）、
小
学
４
年
生
の
部
▼
小
谷
美み

さ

き

佐
希
（
長

井
小
、
香
住
区
大
谷
）、
小
学
５
年
生
の
部
▼
岡
本
真し

ん

じ治

（
射
添
小
、
村
岡
区
味
取
）、
小
学
６
年
生
の
部
▼
仕
名
野

弘こ

う

た太
（
射
添
小
、
村
岡
区
味
取
）

【
ア
ル
ペ
ン
の
部
】

 
小
学
１
・
２
年
生
女
子
▼
吉
門

真ま

り

あ

莉
愛
（
小
代
小
２
年
、
小
代
区
秋

岡
）、
同
男
子
▼
小
林
大だ

い

が雅
（
小
代

小
２
年
、
小
代
区
秋
岡
）、
小
学
３

・
４
年
生
女
子
▼
中
村
祐ゆ

う

き希
（
村
岡

小
４
年
、
村
岡
区
大
糠
）、
同
男
子

▼
岩
槻
陽は

る

き輝
（
高
柳
小
４
年
、
養
父

市
）、
小
学
５
・
６
年
生
女
子
▼
西

井
友ゆ

り

な

里
奈
（
兎
塚
小
５
年
、
村
岡
区

池
ヶ
平
）、同
男
子
▼
西
井
悠ゆ

う

と人
（
兎

塚
小
６
年
、
村
岡
区
池
ヶ
平
）、
中

学
生
女
子
▼
大
林
未み

く玖
（
村
岡
中

１
年
、
村
岡
区
大
野
）、
同
男
子
▼

上
田
純じ

ゅ

ん

や也
（
村
岡
中
３
年
、
村
岡

区
宿
）、
高
校
生
〜
24
歳
男
子
▼
上

田
晃こ

う

や也
（
村
岡
区
宿
）、
40
歳
以
上

女
子
▼
福
島
秀
代
（
香
住
区
下
浜
）、

35
〜
44
歳
男
子
▼
岩
槻
直
樹
（
養
父

市
）、
45
〜
54
歳
男
子
▼
岡
田
久
志

（
村
岡
区
板
仕
野
）、
55
歳
以
上
男
子

▼
家か

げ

ん現
孝
晴
（
村
岡
区
高
井
）

【
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
部
】

　

小
学
４
年
生
以
下
女
子
▼
泉
原

初う

い

か風
（
小
代
小
４
年
、小
代
区
大
谷
）、

同
男
子
▼
伍
々
颯

は
や
て

（
小
代
小
４
年
、

小
代
区
新
屋
）、
小
学
生
５
・
６
年

生
女
子
▼
上
田
遥は

る

な菜
（
小
代
小
６

年
、
小
代
区
秋
岡
）、
同
男
子
▼
小

林
友ゆ

う
せ
い星

（
小
代
小
６
年
、
小
代
区
新

屋
）、中
学
生
女
子
▼
小
林
笑え

み

か果
（
小

代
中
２
年
、
小
代
区
貫
田
）、
同
男

子
▼
西
垣
和か

ず

ま真
（
村
岡
中
３
年
、
村

岡
区
萩
山
）

香
美
町
小
学
生
カ
ル
タ
大
会
（
１
月
17
日
、
村
岡
体
育
館
）

第
10
回
香
美
町
民
ス
キ
ー
大
会
（
１
月
25
日
）

▲ 札を取り合う子どもたち

▲ 旗門をすり抜ける選手（アルペン）

▲ 最新の機能を備えたＮＩＣＵなどを見学する式
典参加者

▲最新の機能を備えたたＮＩＣＵなどを見学する式
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役場各課など
主な施設の連絡先

〒
669 -6592　

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
870の

１

TEL 0796・
36 ・

1111　
FAX 0796・

36・
3809

電
子
メ
ー
ル
　
info@town.mikata-kami.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
http://www.town.mikata-kami.lg.jp

役場本庁舎　　36・1111( 代表 )

　総　務　課　36・1111

　財　政　課　36・1942

　企　画　課　36・1962

　税　務　課　36・1113

　会　計　課　36・4321

　町　民　課　36・1110

　  消費生活相談　36・1941

　健　康　課　36・1114

　福　祉　課　36・1964

　農林水産課　36・0846

　観光商工課　36・3355

　建　設　課　36・1961

　上下水道課　36・0420

　議会事務局　36・1963

村岡地域局　　94・0321( 代表 )

小代地域局　　97・3111( 代表 )

町教育委員会　94・0101

　香住区中央公民館

　　（香住区生涯学習センター）

　　　　　　　36・3764

　村岡区中央公民館

　　　　　　　98・1366

　小代地区公民館

　　（小代区地域連携センター）

　　　　　　　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住文化会館　36・1026

香住老人福祉センター36・5008

村岡老人福祉センター98・1000

小代高齢者生活支援センター97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
119

号
）
平
成
27
年
2
月
12
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
企
画
課

まちのうごき

（平成 27 年 1月 1日現在）

合　計　19,462 人（－  11）

　男　　 9,289 人（－   6）

　女　　10,173 人（－   5）

世帯数  6,731 世帯（－   1）

カッコ内は前月比

第
50
回

呼
び
出
し
、
ま
き
割
り
や
水
く
み
な
ど
と
い
っ
た
身
の
回
り

の
世
話
を
さ
せ
て
い
た
と
噂
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
２
年
後
に

は
配
流
を
許
さ
れ
て
故
郷
に
戻
り
ま
し
た
が
、
ま
も
な
く
亡

く
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
６
０
０
年
の
月
日
が
流
れ
、
世
は
室
町
時
代
。

修
験
道
が
盛
ん
に
な
る
と
と
も
に
、
熊
野
山
や
大
峰
山
を
中

心
に
開
祖
と
し
て
祭
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
役
行
者
。

修
験
道
の
広
ま
り
と
と
も
に
そ
の
伝
承
が
全
国
各
地
に
伝

わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
ご
紹
介
す

る
の
は
、
こ
の
役
行
者
を
描
い
た
県
指
定
文
化
財
「
役
行
者

像
」（
平
成
14
年
４
月
指
定
）
で
す
。

　

香
住
区
浜
安
木
で
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
こ
の
像
は
、

長
さ
98
㎝
、
幅
38
㎝
。
山
中
の
岩
場
に
座
る

役
行
者
は
、
右
手
に
独ど

っ

こ

し

ょ

鈷
杵
、
左
手
に
錫

し
ゃ
く
じ
ょ
う杖

の
法
具
を
持
ち
、
高た

か

げ

た

下
駄
を
履
き
、
朱
色
の

袈け

さ裟
、
茶
褐
色
の
衣
、
群
青
色
の
長な

が

と

き

ん

頭
巾
を

身
に
付
け
て
い
ま
す
。
錫
杖
な
ど
に
は
金き

ん

で

い泥

（
金
を
粉
末
状
に
し
て
膠

に
か
わ

と
混
ぜ
た
絵
具
）

が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
描
か
れ
た

当
時
は
目
に
も
鮮
や
か
な
も
の
だ
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
足
元
に
は
お
の

を
担
ぐ
赤
色
の
前ぜ

ん

き鬼
、
笈お

い

（
修
験
者
が
仏
具

や
衣
服
な
ど
を
入
れ
て
背
負
う
脚
の
つ
い
た

箱
）
を
背
負
い
、
水
が
め
を
持
つ
青
色
の
後ご

き鬼
の
計
２
匹
の

鬼
を
従
え
て
い
ま
す
。

　

描
か
れ
て
い
る
役
行
者
は
痩
せ
て
い
て
、
顎
ひ
げ
や
眉
毛

は
白
髪
交
じ
り
で
伸
び
放
題
。
目
は
見
開
き
、
眉
は
垂
れ
下

が
り
、
口
は
半
開
き
で
す
。
こ
う
し
た
作
風
は
鎌
倉
時
代
末

期
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の
も
の
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
像
も
比
較
的
古
い
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
末
期
、
こ
の
地
域
に
疫
病
が
は
や
っ
た
際
に
大

峰
山
か
ら
拝
受
さ
れ
た
と
さ
れ
、
以
来
、
人
々
に
大
切
に
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
月
日
と
と
も
に
傷
み
が
目
立
っ

て
き
た
た
め
、
平
成
17
年
に
修
復
作
業
を
行
い
、
現
在
は
兵

庫
県
立
歴
史
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

突
然
で
す
が
、
皆
さ
ん
は
役

え
ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ

行
者
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

今
か
ら
１
４
０
０
年
ほ
ど
前
の
実
在
の
人
物
で
、
本
名
を

役え

ん

の

お

づ

ぬ

小
角
と
い
い
、
深
山
に
こ
も
っ
て
厳
し
い
修
行
を
行
う
修

験
道
の
開
祖
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大や

ま

と和
葛か

つ

ら

ぎ城
山
麓
（
現
在
の
奈
良
県
と
大
阪
府
の
境
あ
た

り
）
に
住
ん
で
い
た
役
行
者
は
、
寺
院
で
の
修
行
の
後
、
熊

野
山
や
大お

お

み

ね峰
山
な
ど
で
修
行
を
重
ね
、
つ
い
に
大
峰
山
脈
の

一
つ
、
金き

ん

ぷ

せ

ん

峰
山
で
蔵
王
権
現
の
悟
り
に
達
し
、
呪
術
で
鬼
神

を
使
役
で
き
る
ほ
ど
の
力
を
身
に
付
け
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
修
験
道
の
基
礎
を
築
い
た
役
行
者
で
す
が
、
そ
の

力
を
ね
た
ん
だ
人
の
策
略
に
は
ま
り
、
民
衆
を
言
葉
で
惑
わ

し
て
い
る
と
し
て
文
武
３
（
６
９
９
）
年
、伊
豆
に
配
流
（
流

罪
）
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
配
流
先
で
も
鬼
神
を

役
え

ん

の

ぎ

ょ

う

じ

ゃ

行
者
像

県
指
定
文
化
財

▲ 役行者像


